
令和７年度 

庄原市地域公共交通会議 次第 

 

日 時：令和７年６月 13日(金) 15:00～ 

会 場：庄原市役所本庁舎５階 第１委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告事項 

(1) 庄原市の生活交通の現状等                         Ｐ.1～ 

 

 

(2) 系統別実績 Ｐ.９～ 

 

 

 (3)芸備線再構築協議会の報告について                     Ｐ.40～ 

 

４ 協議事項 

 (1) 令和６年度 庄原市地域公共交通会議収支決算書（案）について        Ｐ.20～ 

 

 (2) 令和７年度 庄原市地域公共交通会議収支予算書（案）について        Ｐ.23～ 

 

 (3) 令和８年度 地域公共交通確保維持事業（フィーダー補助金）         Ｐ.25～ 

に関する認定申請について  

 

 (4) 第２期庄原市地域公共交通計画の策定の取り組みについて           Ｐ.35～ 

 

 

５ その他 

 

資料３ 
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資料２ 
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資料４ 

資料６ 

資料７ 



庄原市地域公共交通会議委員名簿 令和７年５月27日

任期　令和６年７月20日から令和８年７月19日まで

号 要綱で規定する委員 組織 役職 氏名 役員

(1) 備北交通㈱ 代表取締役 河野　文彦 副会長

広島県タクシー協会北部支部 支部長 石田　光雄

(2) 住民又は利用者 庄原市自治振興区連合会 会長 田邉　良三

庄原市女性団体連絡協議会 事務局長 冨岡　静香 監事

庄原市老人クラブ連合会 会長 児島　茂春

庄原市ＰＴＡ連合会 副会長 早川　太

広島県立庄原格致高等学校ＰＴＡ 顧問 仁井　謙作

庄原市民生委員児童委員協議会 会長 田村　富夫 監事

(3) 広島運輸支局長又はその
指名する者 中国運輸局広島運輸支局 首席運輸企画専門官 蔦　真

(4) 一般旅客自動車運送事業
者の事業用自動車の運転
者が加入する団体の代表

私鉄中国地方労働組合備北交通支部 副執行委員長 今田　能久

(5) 広島県警察庄原警察署長
又はその指名する者

庄原警察署 交通課長 中住　誠

(6) 鉄道事業者 西日本旅客鉄道㈱中国統括本部広島支社 地域交通課長 山口　晃弘

(7) 道路管理者 庄原市環境建設部 部長 天野　武美

(8) 観光団体の代表者 庄原観光推進機構 会長 土井　幹雄

(9) 商工団体の代表者 庄原商工会議所 会頭 佐々木　満

備北商工会 会長 伊藤　郁夫

東城町商工会 事務局長 越道　万里江

(10) 学識経験を有する者 広島経済大学 准教授 加藤  博和 会長

(11) 広島県の職員 広島県地域政策局公共交通政策課 課長 水本　全彦

(12) 市の職員 庄原市生活福祉部 部長 岡本　貢

(13) その他市長が必要と認め
る者

庄原市地域福祉ネットワーク会議 会長 尾野　素子

一般旅客自動車運送事業
者の代表者
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0

6
6

上
野

36
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

6
7

梨
原
・
長
泥

8
5

10
10

1.
0

4,
14
0

31
,6
00

18
,9
00

2,
50
0

20
,0
00

41
,4
00

6
8

井
手
の
谷
・
野
呂

17
16
.5

33
80

2.
4

1,
20
5

11
3,
19
0

67
,9
00

8,
50
0

20
,0
00

96
,4
00

6
9

東
野
田
・
西
野
田

10
18
.5

37
39

1.
1

3,
16
9

15
6,
88
0

94
,1
00

9,
50
0

20
,0
00

12
3,
60
0

7
0

山
田

4
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

7
1

近
光

4
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

7
2

大
金

4
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

7
3

横
路
・
東
伊
瀬

19
5

10
10

1.
0

4,
68
0

40
,6
00

24
,3
00

2,
50
0

20
,0
00

46
,8
00

7
4

氏
常

8
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

7
5

為
助
・
西
伊
瀬

22
10
.5

21
21

1.
0

3,
37
6

75
,8
10

45
,4
00

5,
50
0

20
,0
00

70
,9
00

7
6

保
光

5
0

0
0
0.
0

0
0

0
0

0
0

7
7

内
名

4
11
.5

23
23

1.
0

3,
61
7

95
,4
50

57
,2
00

6,
00
0

20
,0
00

83
,2
00

7
8

粟
田
北
(井

河
内
)

11
38
.5

77
17
7
2.
3

1,
32
9

32
6,
48
0

19
5,
80
0

19
,5
00

20
,0
00

23
5,
30
0

7
9

八
幡
自
治
振
興
区

森
18

23
46

12
9
2.
8

1,
39
3

26
4,
36
0

14
8,
20
0

11
,5
00

20
,0
00

17
9,
70
0

17
9,
70
0

11
4,
31
4
円

※
　
運
行
費
補
助
は
、
運
行
料
金
に
5
分
の
3
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
運
行
料
金
か
ら
利
用
者
運
賃
を
控
除
し
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
1
0
0
円
未
満
は
切
捨
て
）
。

田
森
自
治
振
興
区

69
7,
60
0

久
代
自
治
振
興
区

15
7,
50
0

１
地
区
当
た
り
平
均

69
6,
50
0

1,
12
0
,0
00

10
,0
00

6,
40
1,
60
0

6,
40
1,
60
0

合
計

1,
83
8
1,
37
9
2,
75
8
3,
55
5
1.
3

1,
80
1

7,
67
9,
57
0

4,
57
5,
10
0
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※
乗
合
タ
ク
シ
ー
：
道
路
運
送
法
第
４
条
の
許
可
を
受
け
て
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
用
し
た
乗
合
輸
送
。

※
補
助
金
概
算
払
請
求
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
の
要
件
に
あ
る
地
区
を
含
む
自
治
振
興
区
等
が
事
業
を
実
施
で
き
ま
す
。

　
①
最
寄
り
の
駅
又
は
バ
ス
の
乗
降
場
所
ま
で
の
距
離
が
１
ｋ
ｍ
以
上
離
れ
た
住
居
が
あ
る
こ
と
。

　
②
利
用
を
希
望
す
る
住
民
(利

用
登
録
者
)が

２
名
以
上
い
る
こ
と
。

　
③
既
に
生
活
交
通
が
運
行
し
て
い
る
地
域
は
、
既
存
路
線
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
す
る

　
　
こ
と
。

庄
原
市
市
民
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
の
概
要

▼
事
業
の
概
要

　
地
域
の
実
情
や
住
民
の
状
況
を
最
も
身
近
で
把
握
す
る
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
運
行
ル
ー

ト
や
運
行
ダ
イ
ヤ
を
定
め
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
に
運
行
を
依
頼
し
、
生
活
交
通
を
確
保
し
て
い
く

地
域
主
体
の
取
り
組
み
に
対
し
、
市
が
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
市
が
主
体
的
に
運
行
内
容
を
決
定
す
る
公
共
交
通
で
は
早
急
な
対
応
が
難
し

か
っ
た
運
行
内
容
の
見
直
し
な
ど
、
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
に
い
つ
で
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

▼
事
業
主
体

▼
事
業
の
対
象
範
囲

　
①
利
用
登
録
者
が
、
自
宅
な
ど
か
ら
各
地
域
（
旧
１
市
６
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
内
）
に
あ
る
医

　
　
療
機
関
・
商
業
施
設
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
乗
合
タ
ク
シ
ー

※
を
利
用
す
る
場
合

　
②
１
地
区
あ
た
り
の
運
行
回
数
は
、
週
２
回
（
地
区
～
目
的
地
を
２
往
復
）
を
限
度
と
す
る

▼
補
助
金
の
内
容

　
①
補
助
対
象
事
業
に
要
し
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
支
払
う
運
行
経
費
の
3
/
5
以
内
の
金
額

　
（
1
0
0
円
未
満
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
そ
の
金
額
を
切
捨
て
）

　
②
事
業
計
画
の
策
定
に
係
る
費
用
と
し
て
当
該
年
度
に
つ
き
2
0
,0
0
0
円
を
補
助

　
③
運
行
に
係
る
費
用
と
し
て
１
回
（
１
往
復
）
の
運
行
に
つ
き
5
0
0
円
を
補
助

　
④
事
業
実
施
初
年
度
に
限
り
、
運
行
準
備
費
と
し
て
1
0
,0
0
0
円
を
補
助

▼
事
務
の
流
れ

　
①
「
事
業
計
画
認
定
申
請
書
」
を
市
に
提
出
し
、
市
の
認
定
を
受
け
る

　
　
　
　
↓

　
②
「
補
助
金
交
付
申
請
書
」
を
市
に
提
出
し
、
市
の
交
付
決
定
を
受
け
る

　
　
　
　
↓
　
（
事
業
を
実
施
）

　
③
「
補
助
金
概
算
払
請
求
書

※
」
を
市
に
提
出
し
、
市
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

　
　
　
　
↓

　
④
年
度
末
に
「
実
績
報
告
書
」
を
市
に
提
出
し
、
補
助
金
の
精
算
を
行
う

庄
原
市
市
民
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

フ
ロ
ー
図

事
業
主
体
：

自
治
振
興
区
等

利
用
登
録
者

庄
原
市

タ
ク
シ
ー
事
業
者

運
行
計
画
認
定

補
助
金
支
払
い

運
行
計
画
申
請

補
助
金
請
求

利
用
啓
発

予
約

運 行 依 頼

タ ク シ ー 利 用 料 支 払

運 行 報 告

タ ク シ ー 利 用 料 請 求

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

運
賃
収
受

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用

運
賃
支
払
い

◆
自
治
振
興
区
と
タ
ク
シ
ー
事
業
者

等
で
、
運
行
方
法
、
運
行
内
容
、
運

行
利
用
料
、
運
行
利
用
料
の
支
払
い

方
法
な
ど
を
明
記
し
た
運
行
委
託
契

約
等
を
締
結
す
る
。

◆
運
行
委
託
契
約
等
に
基
づ
き
、
自
治
振
興
区
の

運
行
依
頼
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
が
運
行
業

務
を
行
う
。

◆
住
民
・
利
用
者
の
利
用
料
の
支
払
い
方
法
や
タ

ク
シ
ー
事
業
者
等
へ
の
運
行
依
頼
等
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
自
治
振
興
区

で
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う
。

【
市
民
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
の
実
績
】

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

1
2
（
7
6
）

1
2
（
8
9
）

1
2
（
9
1
）

1
2
（
9
1
）

1
2
（
9
1
）

1
0
（
7
9
）

1
,7

2
0

2
,0

1
2

2
,0

3
9

2
,0

3
6

2
,0

0
4

1
,8

3
8

1
,6

6
3

1
,8

6
7

.5
1

,9
0

5
1

,7
8

9
1

,4
8

8
1

,3
7

9

4
,5

7
6

4
,8

6
7

4
,9

3
9

4
,6

2
1

3
,8

8
3

3
,5

5
5

1
.4

1
.3

1
.3

1
.3

1
.3

1
.3

8
,1

1
9

8
,7

3
4

8
,7

9
5

8
,0

6
2

6
,8

4
0

6
,4

0
2

1
5

6
,1

3
1

1
6

7
,9

6
4

1
2

0
,4

7
5

1
1

5
,1

7
7

1
0

8
,5

6
8

1
1

4
,3

1
4

単
位
：
自
治
振
興
区
（
地
区
）
、
人
、
回
、
千
円

補
助
金

１
地
区
あ
た
り
補
助
金
（
円
）

区
分

自
治
振
興
区
（
地
区
）

利
用
登
録
者
数

運
行
回
数

延
利
用
者
数

１
便
あ
た
り
利
用
者
数
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庄原市内における公共交通利用者数一覧

系統数 輸送人員 系統数 輸送人員 系統数 輸送人員 系統数 輸送人員

総領地域を除く全域 27 111,166 27 106,487 24 96,329 28 119,479 23,150

東城 1 3,621 1 2,997 1 2,798 1 3,870 1,072

28 114,787 28 109,484 25 99,127 29 123,349 24,222

西城 17 16,621 17 10,225 17 8,977 17 9,130 153

東城 4 30,616 4 25,436 4 13,653 4 14,144 491

高野 3 139 3 136 3 133 3 94 ▲ 39

24 47,376 24 35,797 24 22,763 24 23,368 605

庄原 1 19,269 1 19,148 1 20,639 1 21,027 388

東城 2 4,264 2 4,629 2 3,725 2 3,132 ▲ 593

3 23,533 3 23,777 3 24,364 3 24,159 ▲ 205

地域生活バス 庄原 7 2,036 7 1,617 7 1,646 7 1,320 ▲ 326

7 2,036 7 1,617 7 1,646 7 1,320 ▲ 326

庄原 2 1,668 2 1,357 2 1,247 2 978 ▲ 269

比和 15 5,550 15 4,559 15 4,905 15 3,540 ▲ 1,365

総領 9 8,490 9 7,370 9 6,790 9 6,935 145

26 15,708 26 13,286 26 12,942 26 11,453 ▲ 1,489

西城 3 1,866 3 1,524 3 970 3 442 ▲ 528

東城 1 146 1 333 187

口和 3 1,681 3 1,653 3 1,978 3 1,823 ▲ 155

高野 4 1,084 4 771 4 642 4 556 ▲ 86

比和 4 2,761 4 2,135 4 1,441 4 787 ▲ 654

14 7,392 14 6,083 15 5,177 15 3,941 ▲ 1,236

庄原 40 3,353 40 3,278 40 2,902 40 2,749 ▲ 153

西城 1 3 1 0 1 0 1 0 0

東城 50 1,583 50 1,343 50 981 38 806 ▲ 175

91 4,939 91 4,621 91 3,883 79 3,555 ▲ 328

公共交通空白地有償運送 総領 1 1,560 1 1,536 1 1,552 1 1,394 ▲ 158

1 1,560 1 1,536 1 1,552 1 1,394 ▲ 158

備後庄原駅 39,764 42,440 49,162 45,534 ▲ 3,628

備後西城駅 10,801 10,535 12,538 11,558 ▲ 980

東城駅 2,999 4,631 4,109 4,224 115

その他の駅 14,188 19,116 19,936 12,405 ▲ 7,531

0 67,752 0 76,722 0 85,745 0 73,721 ▲ 12,024

194 285,083 194 272,923 192 257,199 184 266,260 9,061
781 748 705 729

　庄原市地域公共交通計画目標値：340,000人以上／年（令和６年度）

　市内を運行する生活交通の１日平均利用者（輸送人員/365日）

　　令和元年度：853人 　　令和４年度：748人

　　令和２年度：686人 　　令和５年度：702人

　　令和３年度：781人 　　令和６年度：729人

計

JR芸備線

計

合　　　　計

市民タクシー

計

計

廃止代替等バス

計

市街地循環バス

計

計

市営バス

計

乗合タクシー

計

輸送人員
R6・R5比較

路線バス

種別 市内運行地域
令和６年度令和３年度 令和４年度 令和５年度

芸備線の輸送密度の推移（全線・特定区間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：人/日

路線 線区 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

備中神代～広島 1,705 1,341 1,323 1,140 1,106 1,170 1,194
備中神代～東城 86 73 81 80 80 89 88
東城～備後落合 13 9 11 9 13 20 20
備後落合～備後庄原 82 57 62 63 66 75 86

　（参考）
木次線 宍道～備後落合 204 200 190 133 153 171 189

出雲横田～備後落合 ＊ ＊ ＊ 18 35 54 72
＊当該区間で輸送密度が示されていないため。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料：JR西日本

芸備線
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省
い
た
も
の

上
本
～
庄
原

山
内
～
庄
原

地
域
内
生
活
路
線

運
行
状
況

高
野

口
和

比
和

西
城

庄
原

総
領

東
城

永
田

上
大
月

金
田

宮
内

実
留

帝
釈
未
渡

竹
地
谷

竹
地
本
谷

湯
木

常
定

高
瀬

湯
川

和
南
原

高
暮

奥
門
田

4
.0
便
/
日

森
脇

布
見

三
河
内

古
頃

三
坂

油
木

高
尾

熊
野

大
屋

八
鳥

入
江

9
循
環
/
日

木
戸

本
郷

山
津
田

川
北

本
村

野
谷

上
谷

高
門

持
丸

小
串

伊
瀬

塩
原

小
奴
可

帝
釈
始
終

保
田

久
代

帝
釈
宇
山

黒
目

稲
草

木
屋

五
箇

上
領
家

亀
谷

･･
･広

域
路
線

･･
･（
実
線
）
運
行
日
が
週
5
日
以
上
の
市
運
行
路
線

･･
･（
点
線
）
運
行
日
が
週
4
日
以
下
の
市
運
行
路
線

2
.0
便
/
日

1
.0
便
/
日

3
.0
便
/
日

0
.5
便
/
日

2
.0
便
/
日

･･
･路

線
バ
ス
(地

域
内
生
活
路
線
）

森

大
津
恵

令
和
７
年
４
月
現
在

新
免

三
坂

竹
森

内
堀

5
.0
便
/
日

週
２
日

2
.0
便
/
日

2
.0
便
/
日

2
.0
便
/
日

2
.0
便
/
日

3
.0
往
復
/
日

3
.0
往
復
/
日

3
.0
往
復
/
日

週
１
日

1
.0
往
復
/
日

2
.0
便
/
日

2
.0
便
/
日

3
.0
往
復
/
日

4
.0
往
復
/
日

4
.0
往
復
/
日

4
.0
往
復
/
日

1
2
循
環
/
日

週
４
日

1
.0
往
復
/
日

週
３
日

1
.0
～
1
.5
往
復
/
日

･･
･市

営
バ
ス

･･
･予

約
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
定
路
線
運
行
型
）

･･
･廃

止
代
替
等
バ
ス

･･
･予

約
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
戸
口
運
行
型
利
用
区
域
）

･･
･地

域
生
活
バ
ス

･･
･市

街
地
循
環
バ
ス

･･
･市

民
タ
ク
シ
ー

高
茂

･･
･J
R

4
.0
便
/
日

3
.0
往
復
/
日

2
.5
便
/
日

週
３
日

1
.0
往
復
/
日

週
３
日

1
.0
～
1
.5
往
復
/
日

1
.0
往
復
/
日

2
.0
便
/
日
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令 和 ７ 年 ６ 月

庄原市生活福祉部地域交通課

庄原市地域公共交通計画

令和６年度 実績

資料２
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◆庄原市地域公共交通計画について

　≪庄原市内の生活交通路線≫･･･見直し方針（４ページ以降）　の色分けについて

【路線バス】経常収益率30％未満、かつ、平均乗車密度2人未満
【市運行路線】経常収益率20％未満、かつ、平均乗車人数2人未満

【路線バス】経常収益率30％以上であるが、平均乗車密度2人未満
【市運行路線】経常収益率20％以上であるが、平均乗車人数2人未満

【市運行路線】経常収益率20％未満であるが、平均乗車人数2人以上 青　色

【路線バス】経常収益率30％未満、または、平均乗車密度2人未満
であるが、通学に利用している

【市運行路線】経常収益率20％未満、または、平均乗車人数2人未満
であるが、通学に利用している

赤　色

緑　色

黄　色

施策の方向性
１ 広域路線と市内広域路線及び地域内生活路線の連携を図る
２ 児童生徒を始めとする学生の通学手段を確保
３ 高齢者・障害者の通院や買い物に使いやすい移動手段を確保

庄原市地域公共交通計画
【計画期間：令和３年度～令和７年度】

移動ニーズに対応した
日常生活に必要な交通を確保

●見直し基準(（通学に利用している路線は除く)
【路線バス】経常収益率30％未満又は平均乗車密度2人未満
【市運行路線】経常収益率20％未満又は平均乗車人数2人未満

●目標値
①生活交通の人口カバー率を95％以上
②75歳以上高齢者のうち「交通手段がないために外出できなかったことがよくある」人の割合を8.7％未満
③生活交通に係る市の財政支出額合計を２億4,700万円以下

10



【種別内訳】

うち
見直し
対象系統

割合(％)

29 9 31.0%

24 7 29.2%

26 17 65.4%

3 3 100.0%

7 7 100.0%

1 1 100.0%

90 44 48.9%

【見直し基準該当率推移】

【地域別内訳】 ※路線バスを除く

うち
見直し
対象系統

割合(％)
参考

予約乗合

庄原
市街地循環バス，地域生活バ
ス，市営バス

10 9 90.0% 0

西城 廃止代替等バス 17 4 23.5% 3

東城
廃止代替等バス，市街地循環
バス

6 2 33.3% 2

口和 乗合タクシー（定路線） 1 1 100.0% 2

高野
廃止代替等バス、乗合タク
シー

3 3 100.0% 4

比和 市営バス 15 9 60.0% 4

総領 市営バス 9 7 77.8% 0

61 35 57.4% 15

庄原市地域公共交通計画における
見直し対象系統【予約乗合を除く】

令和６年度

種別

地域生活バス

市営バス

市街地循環バス

乗合タクシー（定路線）

計

　H25：57.7％　H26：53.4％　H27：57.5％　H28：48.2％　H29：47.1％　H30：47.5％

　R1:47.7%　R2:51.2%　R3:51.7%　R4：51.7%　R5：48.8％

種別 系統数

路線バス

廃止代替等バス

系統数

計

地域名
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≪庄原市内の生活交通路線≫

◆　路線バス【種別毎】

起点 主な経由地 終点 全体
うち

庄原市分

1 庄原 備北交通㈱
備北丘陵公
園

ノンストップ 三次駅前 16.5 6.0 0.0 0 2.4% 0.0 0.0 28

2
口和
高野

備北交通㈱ 下高野線 新市車庫
道の駅たかの・口
和・モーモー物産
館・君田

三次工業団
地 49.8 26.7 3.3 13,036 16.5% 0.9 2.9 通学 12,648

3 口和 備北交通㈱ 宮内線 下宮内
口和支所・櫃田口・
三次駅

三次中央病
院 25.2 5.0 0.7 1,673 22.7% 1.2 0.8 891

4 口和 備北交通㈱ 湯木線 湯木 君田別 横路橋 13.1 8.4 1.9 3,401 15.7% 0.6 1.1 通学 3,146

5 口和 備北交通㈱ 湯木線 湯木
君田別・三次駅前・
中央病院・団地循
環

三次工業団
地 25.1 8.4 1.5 3,617 15.8% 0.8 1.2 2,532

6 庄原 備北交通㈱ 三城線 庄原駅
原手橋・庄原中学
校

尾引 11.8 11.8 0.2 8,089 207.7% 12.2 2.4 通学 0

7 庄原 備北交通㈱ 三城線 庄原駅
上四十貫・ジョイフ
ル

三次ものの
けミュージ
アム

21.3 10.8 8.0 45,082 46.9% 3.4 27.2 通学 10,451

8 庄原 備北交通㈱ 三城線 庄原駅
上四十貫・ジョイフ
ル

三次駅前 19.3 10.8 9.1 38,339 36.4% 2.5 22.7 通学 5,339

9 庄原 備北交通㈱ 三城線
庄原中学校
前

庄原駅
三次ものの
けミュージ
アム

22.2 11.7 0.4 4,740 68.6% 5.2 2.0 通学 358

10 庄原 備北交通㈱ 三城線 庄原駅
ジョイフル・根木田・
三次駅

三次ものの
けミュージ
アム

21.9 11.4 0.4 6,209 93.0% 7.0 2.8 通学 87

11 庄原 備北交通㈱ 三城線 庄原駅
ジョイフル・中央病
院

三次駅前 26.0 10.8 1.3 3,107 20.0% 1.6 2.0 2,197

12
庄原
西城

備北交通㈱ 三城線 西城
will・高駅前・市街地
循環（左廻）

庄原駅 21.2 21.2 6.2 16,965 18.4% 1.3 8.0 通学 23,000

13
庄原
西城

備北交通㈱ 三城線 西城
will・高駅前・市街地
循環（右廻）

庄原駅 21.2 21.2 0.3 2,459 39.3% 3.2 0.9 通学 951

14
庄原
西城

備北交通㈱ 三城線 西城 will・庄原駅・三次駅
三次ものの
けミュージ
アム

37.8 27.3 0.9 12,919 55.8% 5.4 4.8 1,338

15 庄原 備北交通㈱ 高野線
川北（秋国
別）

門田別・根木田 庄原駅 8.3 8.3 0.8 437 13.6% 0.4 0.2 1,061

16
庄原
高野
比和

備北交通㈱ 高野線
道の駅たか
の

比和・田の平 庄原駅 40.2 40.2 2.1 4,511 15.8% 1.0 2.1 通学 15,524

17
庄原
高野
比和

備北交通㈱ 高野線
道の駅たか
の

比和・庄原駅
庄原中学校
前 41.1 41.1 0.2 1,332 22.7% 1.4 0.2 通学 2,144

18
庄原
高野
比和

備北交通㈱ 高野線 殿垣内 比和・田の平 庄原駅 37.2 37.2 0.1 208 7.9% 0.4 0.0 通学 1,018

19
庄原
高野
比和

備北交通㈱ 高野線 殿垣内 比和・BC
庄原中学校
前 38.1 38.1 0.2 1,505 30.0% 2.0 0.4 通学 1,603

20
庄原
口和

備北交通㈱ 口和線 上大月車庫
モーモー物産館・須
川別・根木田

庄原駅 23.2 23.2 1.3 983 9.5% 0.4 0.5 通学 6,218

21
庄原
口和

備北交通㈱ 口和線 上大月車庫
モーモー物産館・湯
木・須川別・根木田

庄原駅 25.8 25.8 0.6 1,217 14.2% 0.7 0.4 3,276

22
庄原
口和

備北交通㈱ 口和線 上大月車庫
モーモー物産館・郡
原・須川別・根木田

庄原中学校
前 29.3 29.3 0.5 2,440 27.1% 1.5 0.7 通学 2,725

23
庄原
口和

備北交通㈱ 口和線 上大月車庫
モーモー物産館・郡
原・須川別・根木田

庄原駅 28.4 28.4 0.0 0 2.4% 0.0 0.0 566

24 庄原 備北交通㈱ 三良坂線 実留
ジョイフル・庄原中
学校前・一ツ木

庄原駅 10.6 10.6 0.6 0 2.4% 0.0 0.0 通学 1,533

25 庄原 備北交通㈱ 三良坂線 実留
ジョイフル・庄原中
学校前・一ツ木ﾊﾞｲ
ﾊﾟｽ

庄原駅 9.1 9.1 0.6 916 7.7% 0.2 0.1 通学 1,243

26 庄原 備北交通㈱ 三良坂線 三良坂駅前
支所・一ツ木・庄原
中学校前・ｼﾞｮｲﾌﾙ

庄原駅 19.0 11.0 1.3 3,497 23.5% 1.2 1.5 2,462

27 庄原 備北交通㈱
備北丘陵公
園行

備北丘陵公
園

ノンストップ 庄原駅 6.5 6.5 0.0 65 12.0% 1.0 0.0 159

28 庄原 備北交通㈱ 本村線
上本（吉備
谷）

中本・ジョイフル 庄原駅 16.0 16.0 3.5 7,410 21.7% 1.0 3.5 通学 10,043

29 東城 中国バス㈱ 東城・油木 東城駅前 油木 19.3 8.1 3.0 9,221 59.6% 3.7 11.1 通学 1,412

計 113,925
見直し基準：経常収益率30%未満又は平均乗車密度2.0人未満

№ 運行事業者 路線名
運行系統

地域
系統キロ

運行回数
(平日）

平均乗
車密度
(推計)

経常
収益率

輸送人員
庄原市
負担額
(千円)

運行
回数

1日当
たり輸
送量

通学
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≪庄原市内の生活交通路線≫

起　点 主な経由地 終　点
（全
体）

（庄原市）

1
市街地
循環バス

庄原
（備北交通
㈱）

庄原市街地循環
バス

柳原口 市街地循環 柳原口 17.6 17.6 循9.0 毎日 14.5% 6.4 13,455

2
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス（後迫線）

後迫南
小用・大久保・
美湯ハイツ

庄原バスセン
ター 19.9 19.9

月1.5
火･金1.0

月・火・金 2.4% 0.4 2,742

3
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス（高茂線）

鮎の里公園入
口

水越・木戸・上
組集会所

庄原バスセン
ター 26.7 26.7

月・木
1.0
水1.5

月・水・木 2.5% 0.6 3,320

4
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス（野谷線）

野谷南
中本・青竜下・
不老仙

庄原バスセン
ター 26.9 26.9 金1.0 金 2.5% 1.1 1,118

5
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス（野谷線）

野谷南
中本・青竜下・
上谷

庄原バスセン
ター 26.9 26.9

火1.0
木1.5

火・木 2.5% 1.7 2,793

6
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス(実留線)

崔原橋
大原・下谷・板
橋

庄原バスセン
ター 15.4 15.4 木1.0 木 2.4% 1.6 589

7
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス(実留線)

崔原橋
大原・一木・熊
野集会所

庄原バスセン
ター 15.4 15.4

水1.0
金1.5

水・金 2.4% 1.7 1,473

8
地域
生活
バス

庄原
㈲石田タク
シー

庄原地域生活バ
ス(実留線)

崔原橋
大原・下谷・熊
野集会所

庄原バスセン
ター 17.2 17.2 月1.0 月 2.4% 1.7 589

9
市営
バス

庄原
（㈱石田タク
シー）

市営高門線 高雄池 板橋小学校 庄原駅 14.1 14.1
月～金
1.5

月～金 36.9% 1.2 通学 2,610

10
市営
バス

庄原
（㈱石田タク
シー）

市営高門線 高雄池 大縄・新庄 庄原駅 12.6 12.6
月～金
1.0
土1.0

月～土 82.3% 0.3 1,151

計 29,840

◆　市運行生活交通路線【地域毎】

№ 種別 地域 （運行事業者） 路線名

運　　行　　系　　統 庄原市
負担額
(千円)

系統キロ程
運行回数
 (回)

※運行日

運行曜
日

経常
収益率

平均利
用人数

通学

見直し基準： 経常収益率20%未満又は
1便当たり利用人数が2.0人未満
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≪庄原市内の生活交通路線≫

起　点 主な経由地 終　点
（全
体）

（庄原市）

◆　市運行生活交通路線【地域毎】

№ 種別 地域 （運行事業者） 路線名

運　　行　　系　　統 庄原市
負担額
(千円)

系統キロ程
運行回数
 (回)

※運行日

運行曜
日

経常
収益率

平均利
用人数

通学

11
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

油木線 本郷 上組 西城紫水高校 47.0 47.0 循1.0 月～金 39.1% 13.5 通学 2,480

12
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

油木線 西城駅前 上組 西城駅前 50.3 50.3 循1.0 月～金 33.7% 0.5 1,550

13
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

油木線 西城紫水高校 上組 本郷 46.6 46.6 循1.0 月～金 39.1% 2.7 通学 2,457

14
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

上尺田線 本郷 上尺田 西城駅前 33.1 33.1 循1.0 月～金 38.5% 2.3 通学 1,689

15
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

上尺田線 西城駅前 上尺田 西城駅前 38.0 38.0 循1.0 月～金 36.1% 0.6 1,431

16
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

上尺田線 西城駅前 上尺田 本郷 32.7 32.7 循1.0 月～金 38.4% 0.9 通学 1,662

17
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

馬酔線 西城中野 馬酔・二本栃 西城中野 29.2 29.2 3.0 月～金 41.3% 0.6 通学 713

18
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

大戸・本谷線 岩見神社 西城中野 17.8 17.8 0.5 月～金 38.1% 4.3 通学 957

19
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

大戸・本谷線 西城中野 岩見神社 西城中野 27.6 27.6 循1.0 月～金 32.4% 0.4 844

20
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

大戸・本谷線 西城中野 岩見神社 西城中野 25.4 25.4 循1.0 月～金 38.1% 0.8 通学 1,363

21
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

道後山線 道後山麓 坂根・永金 西城駅前 40.7 40.7 0.5 月～金 38.3% 3.1 通学 2,204

22
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

道後山線 西城駅前 道後山麓 西城駅前 75.8 75.8 循1.0 月～金 38.4% 2.3 4,041

23
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

道後山線 西城駅前 道後山麓 西城駅前 73.6 73.6 循1.0 月～金 38.4% 0.9 通学 3,956

24
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

道後山線 西城駅前 道後山麓 41.8 41.8 0.5 月～金 38.4% 1.0 通学 2,228

25
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

馬酔線 西城中野 馬酔 16.9 16.9 0.5 月～金 43.6% 0.0 通学 110

26
廃止

代替等
西城

（西城交通
(有)）

大戸・本谷線 西城中野 岩見神社 17.6 17.6 0.5 月～金 38.1% 0.0 通学 944

27
廃止

代替等
西城
東城

（西城交通
(有)）

小奴可西城線 小奴可 備後落合 西城駅前 38.0 38.0 循1.0 月～金 5.5% 3.0 3,112

予約乗合
タクシー

（定路線）
西城

（アラキタクシー
（有）、駅前タク
シー（有）、西城タ
クシー（有））

山家地区 丑之河堆肥舎 竹之河内
西城中野バス
停 12.6 12.6 1.0 月～金 0.0% 1.3 通学 1,019

予約乗合
タクシー

（定路線）
西城

（アラキタクシー
（有）、駅前タク
シー（有）、西城タ
クシー（有））

福山地区 福山 小原 西城病院 8.7 8.7 1.0 月～金 #DIV/0! #DIV/0! 通学 0

予約乗合
タクシー

（定路線）
西城

（アラキタクシー
（有）、駅前タク
シー（有）、西城タ
クシー（有））

八鳥・大佐地区 内京橋 隠地・大佐下 西城十日市 13.6 13.6 1.5 月～金 8.8% 1.1 204

計 32,964
見直し基準： 経常収益率20%未満又は

1便当たり利用人数が2.0人未満

14



≪庄原市内の生活交通路線≫

起　点 主な経由地 終　点
（全
体）

（庄原市）

◆　市運行生活交通路線【地域毎】

№ 種別 地域 （運行事業者） 路線名

運　　行　　系　　統 庄原市
負担額
(千円)

系統キロ程
運行回数
 (回)

※運行日

運行曜
日

経常
収益率

平均利
用人数

通学

28
廃止

代替等
東城

（備北交通
㈱）

小奴可線 小奴可 粟田 東城駅 31.9 31.9 4.0 月～金 11.8% 2.6 通学 16,800

29
廃止

代替等
東城

（備北交通
㈱）

日野原線 日野原 田黒･八幡駅 東城駅 22.7 22.7 4.0 月～金 19.3% 2.6 通学 10,848

30
廃止

代替等
東城

（備北交通
㈱）

保田線 保田車庫 福田・受原 東城駅 24.1 24.1 4.0 月～金 9.1% 1.4 通学 13,408

31
廃止

代替等
東城

（備北交通
㈱）

始終線 始終車庫
雨連･帝釈･未
渡

東城駅 27.8 27.8 4.0 月～金 6.6% 0.5 通学 3,846

32
市街地
循環バス

東城
（備北交通
㈱）

東城市街地循環
バス

東城駅前
西回り・ふれあ
いセンター

東城駅前 13.3 13.3 循6.0
月火木金

土 3.4% 1.1 4,739

33
市街地
循環バス

東城
（備北交通
㈱）

東城市街地循環
バス

東城駅前
西回り・東城
本町・ふれあ
いセンター

東城駅前 13.3 13.3 循6.0
月火木金

土 3.4% 0.9 4,736

廃止
代替等

東城
（備北交通
㈱）

始終線（MaaS） 帝釈エリア 戸宇エリア 東城市街地 - - 3.0 月～金 4.7% 2.5 3,712

予約乗合
タクシー
（MaaS）

東城
エクシードタ
クシー㈲

新坂・久代
（MaaS）

新坂エリア 久代エリア 東城市街地 - - 2.0 月・水・金 8.6% 1.4 712

計 54,377

34
乗合

タクシー
（定路線）

口和
（(有)口和タ
クシー）

福祉村 湯木
モーモー物産
館 11.3 11.3 2.0 月火木金 0.6% 0.2 3,699

予約乗合
タクシー
(戸口）

口和
（(有)口和タ
クシー）

北エリア
起点エリアか
ら口和地域中
心部へ運行

- -
最大
4.0

月～金 10.0% 1.4 2,917

予約乗合
タクシー
(戸口）

口和
（(有)口和タ
クシー）

南エリア
起点エリアか
ら口和地域中
心部へ運行

- -
最大
4.0

月～金 23.3% 1.3 582

計 7,198

35
廃止

代替等
高野

（奥出雲交通
㈱）

阿井線（高野町
方面）

奥出雲交通 川子原 道の駅たかの 31.3 17.2 1.0 毎日 2.7% 0.2 812

36
廃止

代替等
高野

（奥出雲交通
㈱）

阿井線（高野町
方面）

奥出雲交通 尾白 道の駅たかの 32.9 17.2 0.5 毎日 15.5% 0.1 352

37
廃止

代替等
高野

（奥出雲交通
㈱）

阿井線（高野町
方面）

奥出雲交通 尾白、福原 道の駅たかの 37.9 17.2 0.5 毎日 19.6% 0.1 336

予約乗合
タクシー

（定路線）
高野

(運行委託：
高野交通
(有)）

高野地域区域運
行乗合タクシー

湯川エリア
起点エリアか
ら高野地域中
心部へ運行

- -
火・金1.0
水2.0

火・水・金 9.2% 1.0 18

予約乗合
タクシー

（定路線）
高野

(運行委託：
高野交通
(有)）

高野地域区域運
行乗合タクシー

和南原エリア
起点エリアか
ら高野地域中
心部へ運行

- -
月・土1.0
木2.0

月・木・土 19.6% 1.8 156

予約乗合
タクシー

（定路線）
高野

(運行委託：
高野交通
(有)）

高野地域区域運
行乗合タクシー

奥門田エリア
起点エリアか
ら高野地域中
心部へ運行

- -
月・土2.0
木1.0

月・木・土 14.4% 1.4 268

予約乗合
タクシー

（定路線）
高野

(運行委託：
高野交通
(有)）

高野地域区域運
行乗合タクシー

高暮エリア
起点エリアか
ら高野地域中
心部へ運行

- -
火・金2.0
水1.0

火・水・金 13.4% 1.8 516

計 2,458

見直し基準： 経常収益率20%未満又は
1便当たり利用人数が2.0人未満

見直し基準： 経常収益率20%未満又は
1便当たり利用人数が2.0人未満

見直し基準： 経常収益率20%未満又は
1便当たり利用人数が2.0人未満
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≪庄原市内の生活交通路線≫

起　点 主な経由地 終　点
（全
体）

（庄原市）

◆　市運行生活交通路線【地域毎】

№ 種別 地域 （運行事業者） 路線名

運　　行　　系　　統 庄原市
負担額
(千円)

系統キロ程
運行回数
 (回)

※運行日

運行曜
日

経常
収益率

平均利
用人数

通学

38
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（森脇
線）

比和下
山王・越原・石
ケ原

保育所 31.8 31.8 循2.0 月～金 43.9% 1.2 通学 1,763

39
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（元常・
福田線）

保育所
福田上・元常・
比和下

保育所 14.9 14.9 循1.0 月～金 35.7% 2.4 通学 473

40
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（小和田
北・東線）

保育所
小和田東・比
和谷・中学校
前

比和下 17.2 17.2 循1.0 月～金 40.9% 0.8 通学 502

41
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（小和田
北・東線）

保育所
小和田東・比
和谷

比和下 16.2 16.2 循1.0 月～金 43.8% 0.5 450

42
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（小和田
北・東線）

中学校前
比和谷・小和
田東

宇山 12.4 12.4 1.0 月～金 41.2% 0.4 通学 360

43
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（絞り・
小和田南）

比和下
小和田南・絞
り・比和下

保育所 19.2 19.2 循1.0 月～金 38.8% 0.4 通学 580

44
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（絞り・
小和田南）

比和下
小和田南・絞
り

保育所 20.5 20.5 循1.0 月～金 43.0% 1.4 576

45
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

市営比和地域生
活バス（絞り・
小和田南）

保育所
小和田南・絞
り

中学校前 21.0 21.0 循1.0 月～金 46.6% 0.5 通学 553

46
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

比和下 山王・越原 保育所 33.8 33.8 循2.0 月～金 36.5% 1.2 2,122

47
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

保育所
福田上・元常・
比和下

保育所 14.9 14.9 循1.0 月～金 45.2% 0.4 403

48
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

中学校前 福田上・元常 保育所 17.0 17.0 循2.0 月～金 39.9% 0.3 1,009

49
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

保育所
比和谷・小和
田東

比和下 19.8 19.8 循1.0 月～金 45.4% 0.2 533

50
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

保育所
比和谷・小和
田東・保育所

比和下 20.8 20.8 循1.0 月～金 45.0% 0.0 565

51
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

保育所
絞り・小和田
南

中学校前 21.0 21.0 循1.0 月～金 46.6% 1.8 553

52
市営
バス

比和
(運行委託：
比和観光㈱）

保育所
絞り・小和田
南

宇山 14.0 14.0 循1.0 月～金 39.4% 0.3 419

予約乗合
タクシー

（定路線）
比和

（委託先：㈱
比和観光）

布見線 保育所 布見 保育所 13.1 13.1 3.5 月～金 0.0% 1.0 通学 7

予約乗合
タクシー

（定路線）
比和

（委託先：㈱
比和観光）

古頃線 保育所
（甲之邑）・中
先途・（高谷）

保育所 34.6 34.6 3.0 月～金 1.6% 1.4 通学 2,375

予約乗合
タクシー

（定路線）
比和

（委託先：㈱
比和観光）

森脇線 保育所 山王 越原 16.3 16.3 1.0 月～金 0.0% 1.9 通学 321

予約乗合
タクシー

（定路線）
比和

（委託先：㈱
比和観光）

福田元常線 比和下 比和谷・元常 中学校前 13.5 13.5 1.0 月～金 0.0% 1.1 通学 396

計 13,960
見直し基準： 経常収益率20%未満又は

1便当たり利用人数が2.0人未満
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≪庄原市内の生活交通路線≫

起　点 主な経由地 終　点
（全
体）

（庄原市）

◆　市運行生活交通路線【地域毎】

№ 種別 地域 （運行事業者） 路線名

運　　行　　系　　統 庄原市
負担額
(千円)

系統キロ程
運行回数
 (回)

※運行日

運行曜
日

経常
収益率

平均利
用人数

通学

53
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（黒目・
亀谷線）

診療所 黒目
ふるさとセン
ター総領 30.3 30.3 循2.0 火木金 2.0% 0.6 1,794

54
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（五領
線）

診療所 神石境・松山
ふるさとセン
ター総領 32.4 32.4 循2.0 月～金 0.6% 0.2 3,291

55
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（稲草・
木屋線）

診療所 木屋 診療所 18.4 18.4 循2.0 火金 0.9% 0.2 715

56
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（敷尾・光・

上野・牛の子谷・万田
線）

診療所
敷尾（光）・上
野

ふるさとセン
ター総領 44.7 44.7 循1.0 金 1.8% 0.6 291

57
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（敷尾・光・

上野・牛の子谷・万田
線）

ふるさとセン
ター総領

敷尾（光）・上
野

診療所 47.3 47.3 循1.0 金 1.9% 0.6 314

58
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（庄原総
領線）

土居
診療所・田総
の里西

ジョイフル 19.0 19.0 0.5 月～土 17.5% 7.0 通学 967

59
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（庄原総
領線）

黒目入口
診療所・田総
の里西

庄原駅 29.7 29.7 2.5 毎日 8.3% 4.9 9,666

60
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（庄原総
領線）

庄原駅
診療所・田総
の里西

土居 20.6 20.6 0.5 月～金 5.0% 2.2 通学 1,003

61
市営
バス

総領
(運行委託：
㈱里山総領）

市営総領地域生
活バス（上下総
領線）

田総の里西
診療所・上下
駅

府中北病院 19.5 19.5 2.0 月～土 3.8% 1.5 4,432

計 22,473
見直し基準： 経常収益率20%未満又は

1便当たり利用人数が2.0人未満
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庄原市地域公共交通計画 地域別実施計画の取り組み状況について 

 

（１）庄原地域 

取組方針 

・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

・路線バス、生活交通（地域生活バス、市民タクシー）の役割分担の検討 

・ひまわりバスの運行経路の見直し、更新時の小型化 

・ＪＲ芸備線や高速バスのダイヤと接続を考慮した、路線バスなどのダイヤを検討 

実施事業 

【R5】 

・ひまわりバスの運行経路見直し検討 

（庄原市民会館への乗り入れや裁判所通りを経由するルート） 

・高速バスとの接続を考慮した、路線バス（三城線）のダイヤ見直し 

（7/18～ 土日祝ダイヤの全便（５便）で、広島方面の発着時間に接続可能） 

・乗合タクシーのキロ単価委託料の見直し 

【R6】 ・路線バス、生活交通（地域生活バス、市民タクシー）の役割分担の検討 

【R7】 ・路線バス、生活交通（地域生活バス、市民タクシー）の役割分担の検討 

（２）西城地域 

取組方針 
・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

・ＪＲ芸備線・木次線との接続を考慮した、路線バスや廃止代替バス等のダイヤを検討 

実施事業 

【R5】 

・廃止代替等バス（油木線及び道後山線（冬季）の朝便と最終便）の西城紫水

高校までの延伸及び延伸区間での定額乗車券（紫水通学パス）の設定 

・高速バスとの接続を考慮した、路線バス（三城線）のダイヤ見直し 

（7/18～ 土日祝ダイヤの全便（５便）で、広島方面の発着時間に接続可能） 

【R6】 

・廃止代替等バス（油木線、上尺田線及び大戸・本谷線の昼便）の予約による

不定期運行への変更 

・予約乗合タクシー（福山地区）の路線見直し 

【R7】 
・廃止代替等バス（大戸・本谷線、道後山線の最終便）の予約による区域運行

に変更 

（３）東城地域 

取組方針 

・ＭａａＳ運行事業の実施 

・路線バス、廃止代替バス、市街地循環バス、市民タクシーの役割分担、再編を検討 

・廃止代替バスや市街地循環バスの経路変更や運行ダイヤの変更を検討 

・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

・ＪＲ芸備線・木次線との接続を考慮した、路線バスや廃止代替バス等のダイヤを検討 

実施事業 

【R5】 
・お通りバスの小型化（29人⇒14人） 

・２地区でＭａａＳ運行モデル事業を実施 

【R6】 

 

・デマンド（ＭａａＳ）の本運行実施 

・デマンドタクシー（ＭａａＳ）の本運行実施 

【R7】 ・廃止代替バス、市街地循環バスの役割分担、再編を検討 

 

参 考 
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2 

 

（４）口和地域 

取組方針 
・路線バスと地域内のバスや予約乗合タクシーの接続を考慮したダイヤを検討 

・予約乗合タクシーと定時定路運行の運行内容の見直しを検討 

実施事業 

【R5】 ・町内定時定路運行の経路に見直し検討 

【R6】 ・町内定時定路運行の経路に見直し検討 

【R7】 ・町内定時定路運行の経路に見直し検討 

 

（５）高野地域 

取組方針 
・路線バスと予約乗合タクシーの接続を考慮したダイヤを検討 

・予約乗合タクシーの増便や降車場所の増設の検討 

実施事業 

【R5】 
・路線バス（高野線）と予約乗合タクシーの接続を考慮したダイヤ見直し 

（道の駅たかの 8：45発⇒庄原駅 9：52着 庄原での通院・買い物に利用可） 

【R6】 

・廃止代替バスの運行について、地域・事業者と協議・調整 

・高野地域廃止代替等バスの廃止に伴い、区域運行乗合タクシーの見直しをか

け、令和７年１月から区域及び料金等を見直し、毎日運行に変更 

【R7】 ・区域運行乗合タクシーの運行内容の検討 

 

（６）比和地域 

取組方針 
・路線バスと市営バス、乗合タクシーの接続を考慮したダイヤを検討 

・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

実施事業 

【R4】 ・市営バス・乗合タクシーの支所乗り入れによる利便性向上 

【R5】 

・路線バス（高野線）と市営バスの接続を考慮したダイヤ見直し 

（市営バス森脇線 中学校前 8：59着 、絞り・小和田南線 中学校前 8：56着 

  ⇒路線バス 比和バイパス 9：14着に接続可） 

【R6】 ・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

【R7】 ・予約による不定期運行など、利用状況に合わせた運行形態の検討 

 

（７）総領地域 

取組方針 
・市営バス（町内便）と自家用有償運送の役割分担を検討 

・利用者の需要に応じた増車を検討 

実施事業 

【R6】 ・総領町内の運行形態の見直し検討 

【R7】 ・町内路線の運行見直し、市外路線（上下線）の土曜日運行廃止 
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資料３  

 

 

 

令和６年度 庄原市地域公共交通会議 収支決算書（案）について 

 

 

１．要旨 

庄原市公共交通会議の財務は、庄原市公共交通会議運営要綱第９条により、事務局で

ある生活福祉部地域交通課で行っている。 

令和６年度の決算書（案）を調製したため、庄原市地域公共交通会議財務規程第８条

の規定に基づき、交通会議の承認を受けるものである。 

 

 

２．決算の概要 （詳細は別紙のとおり） 

 ・収入額   ４円 

 ・支出額   ０円 

 

 

３．監査の実施 

 令和７年６月３日 
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庄原市地域公共交通会議

収入の部

款 項 目 予算額 決算額 比較

1.負担金 1.負担金 1.市負担金 0 0 0

2.補助金 1.補助金 1.国庫補助金 0 0 0

3.諸収入 1.諸収入 1.雑　入 0 0 0

4.繰越金 1.繰越金 1.繰越金 4 4 0

4 4 0

支出の部

款 項 目 予算額 決算額 比較

1.会議費 1.会議費 0 0 0

2.事務費 1.事務費 0 0 0

2.事業費 1.事業費 1.事業費 0 0 0

3.予備費 1.予備費 1.予備費 0 0 0

4.繰越金 1.繰越金 1.繰越金 4 0 △ 4

4 0 △ 4

【収入の部】4円　－　【支出の部】0円　＝　【差引額】４円
差引額４円は、次年度へ繰越

支出合計

（単位：円）

備　　　考

1.運営費

貯金利息

収入合計

庄原市負担金

令和６年度　収 支 決 算（案）

（単位：円）

備　　　考
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資料４  

 

 

 

令和７年度 庄原市地域公共交通会議 収支予算書（案）について 

 

 

１．要旨 

庄原市公共交通会議の財務は、庄原市公共交通会議運営要綱第９条により、事務局で

ある生活福祉部地域交通課で行っている。 

令和７年度の予算書（案）を調製したため、庄原市地域公共交通会議財務規程第３条

の規定に基づき、交通会議の承認を受けるものである。 

 

 

２．予算の概要 （詳細は別紙のとおり） 

 ・収入額   14,410,004円 

 ・支出額   14,410,004円 
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庄原市地域公共交通会議

収入の部

款 項 目 前年度予算額 本年度予算額 対前年比較

1.負担金 1.負担金 1.市負担金 0 6,075,000 6,075,000

2.補助金 1.補助金 1.国庫補助金 0 8,335,000 8,335,000

3.諸収入 1.諸収入 1.雑　入 0 0 0

4.繰越金 1.繰越金 1.繰越金 4 4 0

4 14,410,004 14,410,000

支出の部

款 項 目 前年度予算額 本年度予算額 対前年比較

1.会議費 1.会議費 0 0 0

2.事務費 1.事務費 0 0 0

2.事業費 1.事業費 1.事業費 0 14,410,000 14,410,000

3.予備費 1.予備費 1.予備費 0 4 4

4.繰越金 1.繰越金 1.繰越金 4 △ 4

4 14,410,004 14,410,000

収入合計

支出合計

（単位：円）

1.運営費

貯金利息

※地域公共交通計画と乗合バス等の補助制度の連動化に伴い、令和７年度事業年度から補助金の交付
先は市町村法定協議会となるため予算計上するものです。

貯金利息

・地域公共交通計画策定支援
業務8,075,000円
・地域公共交通確保維持改善
事業（フィーダー補助金）
6,335,000円※

令和７年度　収 支 予 算　（案）

（単位：円）

備　　　考

庄原市地域公共交通会議負担
金

・地域公共交通確保維持改善
事業費補助金　2,000,000円
・地域公共交通確保維持改善
事業（フィーダー補助金）
6,335,000円※

備　　　考
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令和８年度 地域公共交通確保維持事業 

（フィーダー補助金）に関する認定申請について 

 

１．要旨 

地域公共交通確保維持事業により国の助成を受けるため、令和８年度（令和７年10月

から令和８年９月の事業期間分）の地域内フィーダー系統に係る事業計画を作成し、地

域公共交通会議の承認を受けて国土交通省に提出する。 

 

 

 

 

 

２．地域内フィーダー系統に係る事業計画の概要【別紙資料】 

（１）対象路線 

【下高野線】 

 下高野線は、高野町・口和町域から松江道を経由し、三次市街地を結ぶ路線であ

る。これにより、三次市街地への速達性が格段に向上するとともに、三次から各方

面へのアクセスの向上が図られている。 

 沿線住民の利便性向上のため、松江道口和IC、モーモー物産館、三次市君田町・

三次町を経由するルートで５往復運行している。 

 

（２）利用者の状況及び目標 

  令和６年度の１便当たりの利用者数は5.0人となっており、この利用者数を基礎とし

て、令和８年度は１便当たり5.1人以上を目標利用者数とする。 

 

 

※地域内フィーダー系統とは・・ 

地域間交通ネットワーク（複数市町をまたがる路線）と接続して支線として運行する 

系統 

資料５ 
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別 紙 

 

 

令和７年６月 日 

 

          （名称）庄原市地域公共交通会議           
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

庄原市の地域公共交通は、鉄道はＪＲ芸備線とＪＲ木次線、バス等は路線バスとこれを

補完する市営バス、地域生活バス、市街地循環バス、廃止代替バス、乗合タクシー、公共

交通空白地有償運送がある。これらの地域公共交通は、高齢者や児童生徒など自ら移動手

段を持たない市民が日常生活を営むために必要不可欠なものであり、高齢化が急速に進む

本市においてその必要性はますます高くなっている。 

しかしながら、少子化・過疎化による利用者の減少や運転手の不足などにより、交通をめ

ぐる環境は一段と厳しさを増しており、地域公共交通を確保するため、本市が負担する経

費も多額となっている。 

このような状況の中、地域公共交通は地域の基本的な社会基盤であるとの視点で、地域公

共交通はどうあるべきかを見定めながら、地域や利用者の特性に応じた移動手段を継続し

て確保していくため、本市の公共交通確保のための指針として位置づける「庄原市地域公

共交通計画」を令和３年５月に策定し、この計画の主旨に沿って順次見直しを進めること

としている。 

今回申請する下高野線は、平成25年４月から半年間実証運行を実施し、同年10月からの本

格運行を行っている。平成25年３月30日に開通した松江道への乗り換えにより、庄原市高

野町や口和町地域から三次市街地への速達性が格段に向上した。 

この路線は、庄原市高野町や口和町から、三次市中心部へ乗り入れる路線であり、広域圏

から三次市立三次中央病院への通院や三次市中心部での買い物などの移動手段として必要

不可欠な路線となっているほか、三次駅での高速バス等への乗り継ぎにより、さらに広域

的な移動が可能となるものである。 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

平成25年４月から試験運行を経て同年10月に本格運行を開始し、令和６年度の１便当たりの

利用者数は、5.0人となっている。この利用者数を基礎とし、１便当たりの利用者数5.1人以上

を目標とする。 

また、令和６年度の系統収支率が16.5％、公的負担額は23,532千円となっているが、車両修

繕や昨今の原油価格や物価高騰などの影響を考慮し、系統収支率及び公的負担額については、

令和６年度の水準維持を目標数値として設定する。 

本市の高齢化率は44.9％と全国平均よりも高く、また、人口減少率は2.6％となっている。下

高野線沿線の高野町・口和町に限った場合、人口減少率は3.5％と、他の地域と比較しても人口

減少が著しく進んでいることから、今後も人口減少が進み利用者の減少が見込まれる。したが

って、現状維持以上を目標とし沿線の人口が減少するなかでも、利用促進を継続し利用者数の

堅持をめざすこととする。 

 

（２）事業の効果 

運行経路とダイヤを見直すことで、地域住民や利用者のニーズに即した運行となり、庄原市

高野町及び口和町から三次市中心部への移動手段がより便利となる。これにより通勤や通学、

通院、買い物等の利用度が高まる。 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

利用状況について、交通事業者や地域住民等と情報共有などを行い、利用実績に応じた利用

促進策を検討する。 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
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別 紙 

庄原市地域公共交通計画に基づき、以下の施策に取り組む。 

 【施策】 

  ・広域的な移動ニーズ等を踏まえた路線の見直し 

・広域路線と市内広域路線、地域内生活路線の連携推進 

  ・路線バス等の通学ダイヤの確保 

  ・生活交通確保に取り組む自治振興区との連携 

  ・地域公共交通の現状と課題の発信と共有 

 【実施主体】 

  庄原市、沿線市町、交通事業者、各学校、自治振興区等 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

運行に係る費用経費37,103千円（令和６年度実績）のうち、運行収入及び国庫補助額を差し

引いた額（関係市町と案分）を庄原市が補助金として負担する。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・利用者数や収支について、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

・地域との意見交換を実施 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

表５を添付。 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

該当なし 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

 

（２）事業の効果 
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別 紙 

該当なし 

 

13車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 該当なし 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 該当なし 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

 

（２）事業の効果 

該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

18．協議会の開催状況と主な議論 

庄原市地域公共交通会議開催状況 

令和６年６月27日 令和７年度地域公共交通確保維持改善事業（フィーダー補助金）に関す

る認定申請についてなど（合意） 

 令和６年10月29日 西城地域等廃止代替バス「道後山線」の冬期期間における延長路線の新

設についてなど（合意） 

 令和７年１月８日 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価にてついてなど(合意） 

令和７年２月14日 高速広島線（丘陵公園便）の路線変更について（書面）（合意） 

令和７年２月28日 東城地域廃止代替等バスの使用車両について（書面）（合意） 

 令和７年３月 28日 令和７年度地域内フィーダー系統確保維持計画の一部変更について 

（書面）（合意） 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

地域・利用者からの意見を集約し、これらの意見への対応として、利用者に分かりやすい運

行ルート、ダイヤの見直し検討を行った。 
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別 紙 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）広島県庄原市中本町一丁目 10番１号  

（所 属）庄原市生活福祉部地域交通課地域交通係 

（氏 名）山根 啓荘              

（電 話）0824-73-1156             

（e-mail）chiikikoutsu@city.shobara.lg.jp    

 
 

 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 
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タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
運
行
系
統
の
「
経
由
地
」
に
営
業
区
域
又
は
運
賃
低
廉
化
対
象
地
域
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
「
起
点
」
、
「
終
点
」
及
び
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

３
．
「
系
統
キ
ロ
程
」
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
１
位
（
第
２
位
以
下
切
り
捨
て
）
ま
で
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
循
環
系
統
の
場
合
に
は
、
往
又
は
復
の
ど
ち
ら
か
の
欄
に
キ
ロ
程
を
記
載
し
、
も
う
片
方
の
欄
に
「
循
環
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

４
．
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
及
び
「
運
送
継
続
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
利
便
増
進
計
画
又
は
運
送
継
続
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
に
係
る
特
例
措
置
の
適
用
（
別
表
９
又
は
別
表
１
０
）
を
受
け
て
補
助
対
象
と
な
る
場
合
の
み
「
○
」
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
．
「
運
行
態
様
の
別
」
に
つ
い
て
は
、
路
線
定
期
運
行
、
路
線
不
定
期
運
行
、
区
域
運
行
、
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
．
「
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
等
と
接
続
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
が
接
続
す
る
補
助
対
象
地
域
間
幹
線
系
統
又
は
地
域
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
に
接
続
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
．
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
「
運
行
系
統
名
」
「
利
便
増
進
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
記
載
を
要
し
な
い
。

８
．
本
表
に
記
載
す
る
運
行
予
定
系
統
を
示
し
た
地
図
及
び
運
行
ダ
イ
ヤ
を
添
付
す
る
こ
と
。
乗
用
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
の
場
合
は
、
営
業
区
域
を
示
し
た
地
図
を
添
付
す
る
こ
と
。
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所
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

市区町村名 庄原市

人　口

人口集中地区以外 33,633

交通不便地域等 33,633

人　口 対象地区 根拠法

33,633 庄原市 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

庄原市地域公共交通計画 令和３年５月 －

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通
不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計
（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律
（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名
等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場
合には、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に
記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。
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庄原市がめざす地域公共交通体系のイメージ

庄原地域 西城・東城地域

口和・高野・比和・総領地域
近隣市町とのアクセス

中心部での回遊性確保

庄原市中心部への幹線交通

郊外と中心部を結ぶドアツードアサービス

自宅と目的地を結ぶドアツードアサービス
（地域によっては庄原地域中心部等へ直通）

自宅と中心部を結ぶドアツードアサービス

庄原市中心部への
幹線交通

近隣市町とのアクセス

近隣市町とのアクセス

郊外と中心部を結ぶ交通
郊外と中心部を結ぶ交通

郊外と中心部を結ぶ交通

地域内を結ぶ交通

松江交通体系図
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吉舎
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第２期庄原市地域公共交通計画の策定の取り組みについて 

 

１．趣旨 

本市においては、「庄原市地域公共交通計画（計画期間：令和３(2021)年～令和７(2025)

年度。以下「第１期地域公共交通計画」という。）」に基づき、地域や利用者の特性に応じた

生活交通ネットワーク形成に加え、持続可能性のある地域旅客運送サービス※の提供を確

保するため、取り組みを実施してきた。 

この第１期地域公共交通計画が本年度末で終了することから、人口減少による利用者

の減少とそれに伴う交通事業者の収支悪化、行政負担の増加、バスやタクシーの運転士不

足をはじめとする供給面の課題の顕在化等の背景を踏まえ、中長期的な視点に立った第

２期地域公共交通計画(地域別実施計画を含む)を策定する。 

※「地域旅客運送サービス」とは 

地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保、活力ある都市活動の実現、観光その他の地域間の交流の

促進並びに交通に係る環境への負荷の低減を図るための基盤となる地域における旅客の運送に関するサービス

（地域交通法第１条本文中） 

 

２．策定の根拠 

 本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下「地域交通法」とい

う。）第５条第１項に基づき策定するとともに、上位計画である「第３期庄原市長期

総合計画」の趣旨に沿い、関連計画との調和が保たれたものとする。 

地域交通法では、地域公共交通計画の記載事項を、次のとおり規定している。 

この他、具体的な取り組みに関連する道路運送法等の法令も考慮し作成する。 

根拠法 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

位置づけ 法定計画 ※地域交通法第５条第１項 

策定主体 地方公共団体（庄原市） 
※計画を作成しようとするときは、協議会が組織されている場合には協議会における協議をしな

ければならない（地域交通法第５条第 10項） 

計画内容 ①  地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化

及び再生の推進に関する基本的な方針 

② 計画の区域 

③ 計画の目標 

④ 目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項 

⑤ 計画の達成状況の評価に関する事項 

⑥ 計画期間 

⑦ 前各号に掲げるもののほか、地域公共交通計画の実施に関し当該地方公共団体が

必要と認める事項 

※地域交通法第５条第２項の規定による 

 

３．計画期間   令和８(2026)年度～令和 12(2030)年度  （５年間） 

 

４．国の動向 

  国土交通省が令和５（2023）年 10 月に作成した「地域公共交通計画等の作成と運

用の手引き」では、地域公共交通の「リ・デザイン」（再構築）の必要性を掲げている。 

  それは、近年、人口の急激な減少や地域公共交通を担う運転手不足の深刻化、ライ

フスタイルの変化等に伴い、地方部をはじめとして、民間事業者による運送サービス

資料６ 
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の提供の継続が困難となる地域が増加しているため、官民や交通事業者間、他分野と

の垣根を超えた連携と協働を進めることにより、運送サービスの利便性・生産性を向

上させながら、将来にわたる持続可能な地域旅客サービスの提供を確保し、地域の活

力を維持するとともに、個性あふれる地方の創生を推進してくことが求められている

としている。 

  また、ＭaaＳなど公共交通に関するＡＩ・ＩＣＴ等の新技術やＤＸの取組、ＧＸ(グ

リーン・トランスフォーメーション)の取組により運送サービスの質の向上を図るこ

とが求められているとしている。 

  このような状況を受け、令和５年の地域交通法の改正では、目的規定に「地域の関

係者」の「連携と協働」を追加し、国の努力義務として、関係者相互間連携と協働の

促進が追加された。今後、交通ＤＸ・ＧＸ、地方公共団体や民間の多様な主体との共

創、地域経営における連携強化等を通じ、利便性・持続可能性・生産性の高い地域公

共交通の「リ・デザイン」（再構築）を進めることが喫緊の課題としている。 

 

５．現計画の進捗状況及び第３期長期総合計画の市民アンケート調査結果（速報） 

  現計画の進捗状況は、地域公共交通の維持に努めているものの、人口減少に伴う利

用者数の減や人件費の増、燃料費などの高騰により指標項目の目標を達成していない

状況である。 

【数値目標】 

指標項目 算定方法 基準値 進捗 目標 

市内を運行する公共交通の

利用者数 

（JR 市内駅乗車人数と路線

バス・市運行生活交通路線・

自家用有償旅客運送（交通

空白地）・市民タクシーの市

内利用者数の合計） 

JR市内駅乗車人数と路線バス・

市運行生活交通路線・自家用有

償旅客運送（交通空白地）・市民

タクシーの市内利用者数の合計 
311,481 人 

（令和元年度 

実績） 

266,260人 

（令和 6 年度 

実績） 

340,000 人以

上／年 

（令和 6 年度） 

公共交通収支率(国庫補助対象

路線) 

国庫補助対象路線

（幹線補助：三城線、

フィーダー補助：下

高野線）の経常収益/

経常費用 

三城線 
(注) 

49.3％ 

（令和元年度） 

36.5％ 

（令和 6 年度） 

49.3％ 

（令和 6 年度） 

下高野線 
(注) 

23.9％ 

（令和元年度） 

16.5％ 

（令和 6 年度） 

23.9％ 

（令和 6 年度） 

生活交通の人口カバー率  

駅勢圏（半径 800ｍ以内）及びバ

ス停（フリー乗降区間含める）半

径 400ｍ以内にある集落人口と区

域運行対象エリアの人口の合計/

全人口。※直近の国勢調査人口に

より算出 

94.0％ 

（令和 2 年 

9 月末） 

未調査 

95.0％以上 

（令和 7 年 

9 月末） 

75 歳以上高齢者のうち「交

通手段がないために外出で

きなかったことがよくある

人」の割合 

次期計画策定時の市民アンケー

トで調査 

8.7％ 

（令和 3 年 

1 月調査） 

未調査 

8.7％未満 

（令和 7 年度

調査） 

生活交通に係る市の財政支

出額合計 

路線バス・市運行生活交通路線・

自家用有償旅客運送（交通空白

地）・市民タクシーにかかる委託

料及び補助金の合計額 

247,710 千円 

（令和元年度

決算） 

299,841 千円 

（令和 6年度 

決算） 

247,000 千円以下 

（令和 6 年度

決算） 

（注）本市と三次市を結ぶ三城線・下高野線の収支率は、路線としての収支率 
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【市民アンケート等】 

 令和７年１月に実施された第３期長期総合計画市民アンケート調査結果では、庄原市

での暮らしについての問いで、庄原市外に住みたい理由として、「公共交通やインフラ

整備が充実したまちに住みたい」が２番目に多い回答となっている。 

 また、庄原市での暮らしの課題として、「公共交通が不便」が最も多く掲げられ、10

年後に想定される課題として、「公共交通が不便」が最も多く挙げられている。 

 このように直近のアンケートにおいて市民は公共交通を重要な課題として捉えている。 

 

６．策定の手順及びラフスケジュール  

区 分 内  容 

４月～６月 ①本市の概況整理 

・人口動向、主要施設の立地状況、その他関連する統計情報等の収集・整理 

②地域公共交通の現況整理 

・生活交通路線の利用実態調査（ＪＲ・バス・市民タクシー・有償運送事業等） 

・一般タクシー利用の状況 

・市の施策による外出支援・移動支援等の状況 

③第１期地域公共交通計画の評価 

・第１期地域交通計画における施策や事業の効果を検証 

・設定した目標値ごとの達成状況の把握と分析 

④地域ヒアリング・事業者ヒアリング 

⑤課題整理 

・各種データや調査、第１期地域公共交通計画の評価等を踏まえ、本市の公

共交通に関するニーズと課題を整理 

７月 ・利用者アンケートの実施 

７月～９月 ・目指す姿、サービス水準、地域の絵姿、施策を検討 

本市における基本方針を決定 

（ワーキング会議を４回程度開催 →第２回会議で協議） 

９月 ・移動ニーズや目指す姿、サービス水準から導き出した施策案に対する

仮説提案型アンケートの実施 

９月～10月 ・施策、骨子案の検討 

本市のおける目標、取組の方向性を決定 

（ワーキング会議を２回程度開催 →第３回会議で協議） 

11月 ・計画素案の提示、検討 

 （第４回会議で協議） 

～令和８年１月 ・計画素案の修正  第５回会議で協議 

令和８年２月 パブリックコメントの実施 

令和８年３月 計画決定 

 

７．策定体制 

（１）庄原市地域公共交通会議による協議 

「庄原市地域公共交通会議」（以下「交通会議」という。）を法定協議会と位置づけ、

本計画の策定及び推進に係る協議等を行う。 

（２）庄原市地域公共交通会議ワーキング会議の設置 
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多岐にわたる協議を行うため、課題やテーマごとの議論がより深まるよう、下部組

織となる「ワーキング会議（仮称）」を設置し、論点や検討材料を交通会議に提示す

ることとする。 

（３）体制 

本計画を法定計画として策定することから、中国運輸局及び広島県から、交通会議

及びワーキング会議に参加し、本計画の策定に対する情報提供や助言等の協力を得る。 

庄 原 市  
◇計画の決定・公表  ◇国土交通大臣、広島県、事業者等へ計画の送付 

 

 

法定協議会（地域交通法第６条） 

庄原市地域公共交通会議 ◇計画案協議 

■交通事業者（備北交通、タクシー事業者、JR西日本） ■学識経験者 

■商工関係団体（商工会議所・観光団体等）    ■広島県 

■住民代表                   ■庄原警察署 

■道路管理者                  ■市職員   ほか 

【事務局】庄原市（地域交通課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計画策定に係る費用について、国の「地域公共交通調査等事業（地域公共交通調査事業）」を予定して

いるが、国土交通省より、申請者は「法定協議会」と示されている。 

このため、「庄原市地域公共交通会議」が、会計を持って調査事業を実施することとし、当該補助金の

申請を行う。これにより計画策定にかかる調査業務等の委託契約についても、交通会議を契約者とする。 

  協議会の事業実施に要する経費は、市の負担金、国の補助金及びその他の収入とし、契約事務を含む

会計処理は、事務局である庄原市（地域交通課）が行うこととするが、契約等を行う際は、事前に市の承

認を得ることとする。 

 

 

 

 

 

 

庄原市地域公共交通会議 ワーキング会議 ◇課題やテーマごとの検討 

■交通事業者  

■商工関係団体 

■その他会長が必要と認める者 

【事務局】庄原市（地域交通課） 

交通コンサルティング会社 ※地域交通会議と委託契約 

・各種調査（交通実態調査・アンケート・ヒアリング等） 

・交通会議運営支援・データ提供 

・事業等の提案 

・その他計画策定に必要な事項  

論点及び検討材料の提示 

・協議状況の報告 

・計画案の提出 

 

オブザーバー 

■中国運輸局 

■広島県（公共交通政策課） 

助言 
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８．予算 

 〇市 

歳入：なし 

歳出：6,704千円（02.01.13.18.01.689）公共交通会議へ支出予定 

 〇公共交通会議  

  歳入：6,704千円（庄原市から） 

     2,000千円（国補助金） 

  歳出：8,704千円（交通コンサルティング会社へ支出予定） 

          候補事業者：株式会社バイタルリード 

 

９．庄原市地域公共交通会議 ワーキング会議 構成案 

 次の組織に対して推薦依頼を行い、推薦があった者をもって構成する。  

 

組織・役職等 

備北交通㈱ 

㈲石田タクシー 

庄原、西城、東城、高野、口和、比和の自治振興区等

の地域代表 

庄原市民生委員児童委員協議会 

庄原市女性団体連絡協議会 

広島経済大学 

庄原商工会議所 

庄原観光推進機構 

相扶園 

呉工業高等専門学校 

一般社団法人総領自治振興区 

庄原市生活福祉部地域交通課 

西日本旅客鉄道㈱中国統括本部広島支社 

庄原市社会福祉協議会 
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芸備線再構築協議会の報告について 

 

１．趣旨 

  「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（以下、「地域交通法」という。）に基づき、国土交

通省中国運輸局（以下、「運輸局」という。）が設置した芸備線再構築協議会及び幹事会の開催結果に

ついて報告する。 

芸備線再構築協議会の概要 

［対象路線］芸備線  ［特定区間］備中神代駅～備後庄原駅 

※広域的な見地から、特定区間に備後庄原駅から広島駅までの区間を加えた全線を対象に議論を行う。 
 

［目 的］芸備線（備中神代駅から備後庄原駅まで）の交通手段再構築（鉄道再構築またはバス

転換等）に関する方針の作成に必要な協議を行う。 

［構 成 員］運輸局、岡山県、広島県、新見市、庄原市、三次市、安芸高田市、広島市 

ＪＲ西日本 ほか 

 

２．経過 

令和５年 10 月 ３日 ＪＲ西日本が、地域交通法に基づき、国土交通省に備中神代駅から備後庄原
駅間における再構築協議会の設置を要請 

令和６年 １月 12 日 運輸局は、要請区間を特定区間とする芸備線再構築協議会の設置を決定 
３月 26 日 第１回芸備線再構築協議会 

 
             以降、協議会計１回、幹事会計４回を開催 
 

令和７年 ３月 26 日 第３回芸備線再構築協議会 
     ５月 19 日 第５回芸備線再構築協議会幹事会（書面開催） 

 

３．芸備線再構築協議会の経過（概要） 

（１）第１回芸備線再構築協議会/令和６年３月 26 日 

［議事］（１）芸備線再構築協議会規約等について 

芸備線再構築協議会規約、同幹事会規約、同財務規程を承認 

（２）芸備線再構築協議会の設置について 

事務局が芸備線再構築協議会の設置に係る経緯、対象区間等について説明 

           （３）芸備線の現状について 

        ＪＲ西日本が芸備線（備中神代駅～備後庄原駅）の概況及び沿線地域の状況等を説明 

 

（２）第２回芸備線再構築協議会/令和６年 10月 16 日 

［議事］（１）芸備線再構築協議会規約の変更 

      安芸高田市の加入等に伴う規約変更を承認 

（２）芸備線再構築協議会幹事会実施報告 

   事務局が第１回幹事会及び第２回幹事会の実施内容を報告 

           （３）芸備線再構築協議会予算（案） 

        調査事業、協議会運営費を計上した令和６年度予算案を承認 

 

  

資料７ 
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４．第３回芸備線再構築協議会/令和７年３月 26日 

［議事］（１）芸備線再構築協議会規約の変更 

（２）芸備線再構築協議会幹事会実施報告 

           （３）芸備線再構築に関する調査事業（調査事業Ａ）最終報告 

      （４）令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施 

      （５）令和７年度調査事業（より専門的な分析等）の実施 

      （６）令和７年度芸備線再構築協議会予算（案） 

 

（１）芸備線再構築協議会規約の変更 

人事異動に伴う構成員の変更を構成員間で承認した。 

 

（２）芸備線再構築協議会幹事会実施報告（抜粋） 

  （参考）［第１・２回］ ※第２回芸備線再構築協議会で報告 

幹事会における検討 

の進め方の確認 

フェーズＡ（芸備線の可能性を追求）、フェーズＢ（より利便性・持続

可能性の高い公共交通の実現に向けた最適な交通モードのあり方を検

討）の二段構えで検討を進めていく。 

負担金の基本的な負

担割合の承認 

 調査事業の実施費用等は、国が１/２、ＪＲ西日本及び２県２市が１/

４ずつ負担する。（基本的な負担割合） 

  ［第３・４回］ 

調査事業Ａの概要・

中間報告 

調査事業Ａでは、沿線住民・来訪者へのアンケート、地域団体・交通

事業者へのヒアリング、収集データに基づく現状把握と総合的な分析、

地域経済効果の試算、定性的価値の評価・確認に取組むこととし、これ

らの検討状況を報告。 

令和７年度実証事業

Ａの検討 

実証事業Ａで取組む施策等の事務局試案が提示され、施策案に関する

調整を進めていくこととした。 

令和７年度調査事業

（より専門的な分析

等）の検討 

 実証段階においても、より専門的な分析等に関する調査事業の体制を

確保する必要性が事務局から提示され、今後検討を重ねていく方向で一

致した。 

 

（３）芸備線再構築に関する調査事業（調査事業Ａ）最終報告 

  ［実施概要］                     受託事業者：株式会社野村総合研究所 

沿線住民・来訪者へ

のアンケート 

・公共交通の利用状況など議論に必要なデータを収集するため、沿線住

民・来訪者へのアンケート調査を実施 

・配布世帯数：3,181（1,999）世帯/有効回答世帯数：1,267（745）世帯 

 有効回答率 40（37）％            ＊（ ）は庄原市分 

地域団体・交通事業

者へのヒアリング 

・地域の現状や芸備線の多様な価値などを意見聴取するため、沿線地域

の地域団体・交通事業者へのヒアリングを実施 

・地域団体：38（24）団体/交通事業者：11（８）事業者 

＊（ ）は庄原市分 

現状把握と総合的な

分析 

・収集したデータや地域団体・交通事業者の意見をもとにした沿線地域

の現状を把握 

・沿線地域で実現可能性のある芸備線の利便性向上もしくは地域活性化

のための施策案（６項目）を提案 

地域経済効果の試算 ・施策案における費用と施策効果を試算 

・芸備線特定区間の費用約 6.3 億円に対して、現状の定量的価値は約 2.8

億円と推計 
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・施策案の費用は約 1.8 億円に対して、追加の定量的価値は約 3.8 億円

と推計 

定性的価値の評価・

確認 

・地域経済効果の試算に定量的に反映しないものとして、アンケート、

ヒアリングを通じて得られた芸備線がもたらしてきた定性的な価値を

評価・確認 
   

［本市意見］ 

・ 本市は、これまで大量輸送特性とは異なる定性的な価値がしっかり議論されるよう提案して

きたなか、調査事業を通じて、芸備線の存在により「広域的なつながりが実感できる」「地元の

愛着や誇りの醸成につながる」などの価値が構成員間で共通認識として確認できたことは、非

常に意義があることだと認識しており、今後も地域活性化や人口減少対策など、様々な視点で

議論を深めていきたい。 

  

（４）令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施 

   調査事業Ａを踏まえた実証事業Ａの実施に向けた内容の具体化と令和７年度の早期実施につい

て、構成員間で確認した。 

［実証事業として行うことが望ましいと報告された施策案］ 

分  類 項  目 内   容 

鉄道の運行形態改善 ダイヤ改善 
増便、芸備線と二次交通を組み合わせ

た企画乗車券 など 

二次交通との連携強化 公共交通間の接続強化 
交通結節点までのアクセス整備、二次

交通の新設、増便 など 

産業・観光分野におけ

る芸備線の活用 

列車活用による観光需要の

喚起 

列車内外装の整備、季節に応じたツア

ー、地域の食材を生かしたコンテンツ

（駅弁等）の提供 など 

イベント・ツアー・商品開発

による観光需要の喚起 

位置情報を活用したスマートフォンア

プリケーション等とのコラボレーショ

ン など 

拠点としての駅舎・周

辺施設の有効活用 
産業・観光拠点の形成 

駅舎を活用したコワーキングスペース

の設置 など 

自治体における地域活

性化・移住定住・立地適

正化施策の推進 

移住の喚起 

駅周辺施設を活用した移住定住体験プ

ログラムの提供 など 

   

［本市意見］ 

・ 地域交通法の基本方針では、地域の実情や実証の目的に応じ、適切に実施期間を設定する旨

が記載されているため、十分な期間をとって実証事業が実施されるべきと考える。 

   ・ 調査報告では、芸備線を利用しない理由に、運行本数の少なさや乗継の不便さなどが挙げら

れているが、芸備線の可能性を追求するためには、この声に対応していかなければ、今後の活

用が見えてこないため、制約があることは承知しているが、ＪＲ及び国には、列車の増便、ダ

イヤ・乗継改善へ協力してもらいたい。 

 

（５）令和７年度調査事業（より専門的な分析等）の実施 

   実証事業の実施や結果に伴う総合的な分析等の実施に向けた内容の具体化と令和７年度の早期

実施について、構成員間で確認した。 
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   ［想定される実施内容］ 

    ・調査事業Ａから派生する追加的な調査 

    ・調査事業Ａ、実証事業Ａの結果などを踏まえた総合的な分析の実施 など 

 

（６）令和７年度芸備線再構築協議会予算（案） 

   運営費を計上した令和７年度予算案を構成員間で承認するとともに、今後協議会で必要となる費

用は、引き続き基本的な負担割合（国１/２、ＪＲ西日本及び２県２市１/４）に基づき負担額を決

定するが、調査事業や実証事業の内容に応じて、事務的に協議した上で、按分により負担額を決定

することについても確認した。 

区分 款 項 目 予算額（千円） 内 容 

歳
入 

１国庫支

出金 
１国庫補助金 １国庫補助金 1,250 

地域公共交通再構築調査事業

費補助金 

２負担金 
１各構成員 

負担金 

１西日本旅客鉄道 

負担金 
625 

 

２岡山県負担金 

625 

庄原市157千円 

・調査事業157千円 

（運営費） 

３広島県負担金 

４新見市負担金 

５庄原市負担金 

６その他構成員 

 負担金 
0 

 

３繰越金 １繰越金 １繰越金 0  

４雑収入 １雑入 １雑入 0  

歳入合計 2,500  
 

区分 款 項 目 予算額（千円） 内 容 

歳
出 

１運営費 
１会議費 １会議費 2,350 協議会・幹事会会場費 

２事務費 ２事務費 150 謝金、委員等旅費、事務費等 

２事業費 １事業費 １事業費 0  

３予備費 １予備費 １予備費 0  

歳出合計 2,500  
 

（７）その他 

  ［本市意見］ 

・ 鉄道は中山間地域において最も分かりやすくネットワークが形成されているものと考えるが、

国鉄改革時の理念や大臣指針を踏まえて、改めて国として鉄道ネットワークの方向性を示して

いただきたい。 

   ・ 実証事業の実施にあたっては、市民意見をしっかり反映した上で様々な事業を実施していき

たい。十分な期間をとって実証事業が実施され議論が進められるようにお願いしたい。 

 

５．第５回芸備線再構築協議会幹事会（書面開催）/令和７年５月 19日 

［議事］（１）芸備線再構築協議会幹事会規約の変更 

（２）令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施 

           （３）令和７年度調査事業（より専門的な分析等）の実施 

（４）令和６年度芸備線再構築協議会決算 

   令和７年度芸備線再構築協議会予算の変更 

（５）芸備線再構築協議会全体スケジュール 
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（１）芸備線再構築協議会幹事会規約の変更 

人事異動に伴う構成員の変更について、構成員間で承認した。 

（２）令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施 

 昨年度の調査事業Ａにおいて、実証事業として行うことが望ましいと報告された施策案を中心に

調整した結果を踏まえ、幹事会として、次の実施概要により令和７年度実証事業（実証事業Ａ）を

実施することを構成員間で承認した。 

 また、事業実施にあたっては、企画提案を求める公募を行うこととし、提案のあった内容につい

て、最も評価の高かった提案者を契約の相手方として選定することを確認した。 

［実施概要］                    予算額（事業費［上限］）100,000 千円 

１．住民・来訪者利用に

合わせた鉄道サービス

の拡充・二次交通との

連携強化 

①芸備線の増便・ダイヤ変更

平日・土休日において列車の増便・ダイヤ変更による運行を実施す

るもので、アンケート・ヒアリングで意見の多かった次の運行を想定 

・主として地域住民の利用を対象とし、毎日夕刻以降に運行

（増便又はダイヤ変更）

・主として観光客等の来訪者を対象として、土休日に運行（増便） 

②二次交通との連携強化

ア デマンド交通の活用

芸備線通常ダイヤや増便ダイヤに合わせ、バス・乗合タクシー

など二次交通のアクセスを改善 

イ 企画乗車券の設定

芸備線と二次交通が相互に利用可能となる企画乗車券（共通乗

車割引券等）を設定 

２．列車による観光コ

ンテンツの形成

①列車の観光コンテンツ化

列車内外装のラッピングやヘッドマーク掲出など列車自体の観光

コンテンツ化を図る

②観光商品・旅行商品の提供

・沿線地域の付加価値の高い「コト」「モノ」消費の発掘し、観光・

商業施設で提供

・地域食材を生かした商品を飲食店や列車内で提供

③駅周辺のにぎわい創出

駅舎周辺施設でのイベント（駅マルシェ等）を実施

④観光ツアー造成

①～③を活用した観光ツアーの造成とプロモーションを実施

３．広域的な周遊コン

テンツとの連携

全国的な顧客基盤を有する既存周遊コンテンツ（スマートフォンア

プリケーション）と連携したタイアップイベント等を実施 

４．広域拠点として駅

舎の活用・産業拠点形

成 

①駅の拠点化

駅舎の空きスペースを活用して、リモートワークが可能なコワーキ

ングスペース等を設置し、企業のサテライトオフィス化を通じた駅の

拠点化を図る

②企業誘致のためのモニターツアー等の実施

サテライトオフィスを希望する企業を誘致するため、芸備線を利用

した視察旅行やモニターツアー等を実施 

５．芸備線や駅周辺施

設を活用した移住体験

の提供による定住促進 

駅周辺の空き家等を活用した移住体験プログラムの提供 
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６．既存事業の強化支

援 

自治体や地域団体が実施する芸備線再構築に資する取組に対し、取

組のプロモーション等による強化・支援を実施 

７．施策実施で得られ

たデータの分析 

施策の実施で得られた利用者数や消費額等のデータを分析して効

果検証を行い、地域経済効果を測定 

    

  ［本市意見］ 

   ・ 実証事業の実施にあたっては、市民や来訪者等の芸備線利用への行動変容を促すなかで適正

な事業実施とその効果を検証する必要があるため、実証期間及び列車の増便・ダイヤ変更の期

間を少なくとも１年間確保すること。 

・ 協議会として、実証事業は地域の関係団体・事業者の意向を十分に反映しながら実施するこ

と。特に、二次交通との連携強化や列車による観光コンテンツの形成は、地域の関係団体・事

業者との密接な連携のもとで実施する必要があることから、十分な協議・調整のもと、受託事

業者が伴走しながら事業を実施すること。 

・ 実証事業Ａの趣旨に基づき実証期間内においては適宜、事業内容の見直しを図り、芸備線の

可能性を最大限引き出すこと。 

 

（３）令和７年度調査事業（より専門的な分析等）の実施 

協議会や幹事会での議論に即応できる調査体制を構築することについて構成員間で承認した。 

［実施概要］ ＊予算額（事業費［上限］）20,000 千円 

 ・調査事業Ａから派生する追加的な調査 

 ・まちづくり・観光との連携による地域社会や公共交通の持続可能性の調査 

 ・調査事業Ａ、実証事業Ａの結果などを踏まえた総合的な分析の実施 など 

 ・協議会・幹事会の運営事務補助  
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（４）令和６年度芸備線再構築協議会決算 令和７年度芸備線再構築協議会予算の変更 

   令和６年度決算の報告及び令和７年度予算の変更について、第４回協議会で諮ることを共通認識

として確認した。 

［令和６年度芸備線再構築協議会決算（案）］                    単位：円 

区分 款 項 目 予算額 決算額 内 容 

歳
入 

１国庫 

支出金 

１国庫 

補助金 
１国庫補助金 10,000,000 9,873,985 

地域公共交通再構築調査事業

費補助金 

２負担金 
１各構成員 

負担金 

１西日本旅客鉄道 

負担金 
5,000,000 5,127,567 

 

２岡山県負担金 

5,000,000 4,770,819 

庄原市1,505千円 

調査事業1,505千円（運営費＋事

業費） 

３広島県負担金 

４新見市負担金 

５庄原市負担金 

６その他構成員 

 負担金 
0 0 

 

３繰越金 １繰越金 １繰越金 0 0  

４雑収入 １雑入 １雑入 0 1,771 利息 

歳入合計 20,000,000 19,774,142  
 

区分 款 項 目 予算額 決算額 内 容 

歳
出 

１運営費 
１会議費 １会議費 2,000,000 1,628,275 協議会・幹事会会場費 

２事務費 ２事務費 500,000 146,760 
謝金、委員等旅費、その他事務

費 

２事業費 １事業費 １事業費 17,500,000 17,997,336  

３予備費 １予備費 １予備費 0 0  

歳出合計 20,000,000 19,772,371  

次年度繰越金 0 1,771  
 

 

  ［令和７年度芸備線再構築協議会予算の変更（案）］＊下線部は変更箇所        単位：円 

区分 款 項 目 予算額 内 容 

歳
入 

１国庫支出金 １国庫補助金 １国庫補助金 60,000,000 
地域公共交通再構築調査

事業費補助金 

２負担金 
１各構成員 

負担金 

１西日本旅客鉄道 

負担金 
30,000,000 

 

２岡山県負担金 

30,000,000  
３広島県負担金 

４新見市負担金 

５庄原市負担金 

６その他構成員 

 負担金 
0 

 

３繰越金 １繰越金 １繰越金 1,771  

４雑収入 １雑入 １雑入 0  

歳入合計 120,001,771  
 

区分 款 項 目 予算額 内 容 

歳
出 

１運営費 

１会議費 １会議費 2,350,000 
協議会・幹事会会場

費 

２事務費 ２事務費 150,000 
謝金、委員等旅費、 

その他事務費 

２事業費 １事業費 １事業費 117,500,000  

３予備費 １予備費 １予備費 1,771  

歳出合計 120,001,771  
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（５）芸備線再構築協議会全体スケジュール 

   協議開始から３年以内を目安とした再構築方針作成に向けて、今後進めるべき議論のスケジュー

ルの方向性について、運輸局から案が提示された。 

   
  ［本市意見］ 

   ・ 今回、追加議事として示された「芸備線再構築協議会 全体スケジュール案」については、 

構成員間における十分な議論や合意形成を経ていないにもかかわらず、事務局の判断で追加 

議事として提案・公表されたことは、真摯な議論に臨もうとする本市にとっては、誠に遺憾に

思うところである。 

・ 具体的には、芸備線の可能性を最大限追求する実証事業Ａの実施期間中に、最適な交通   

モードのあり方を検討する実証事業Ｂや再構築方針案の協議を同時並行的に進めることは、 

実証事業Ａと実証事業Ｂの検証結果を比較検討するという共通認識から逸脱しかねないと 

受け止めており、受け入れ難い。 

・ 本市としては、実証事業Ａと実証事業Ｂの実施・検証を終え、両検証結果を比較検討する  

ことが、再構築方針案の協議を進めるうえで、必要なプロセスと考える。 

・ 今後、構成員間で合意形成を図る全体スケジュールをはじめとする協議事項については、  

地域交通法の基本方針に規定され、第１回協議会において確認された「３年を目安として  

再構築方針を作成することとするが、真摯な協議が継続している限りは、３年を超えても協議

を打ち切ることはない。」との考えのもと、必要な手順や議論を軽んじることのないよう留意 

いただきたい。 

 

６．今後のスケジュール（予定） 

  令和７年７月    第４回芸備線再構築協議会 

            以降、令和７年度において協議会計２回、幹事会計３回を開催予定 
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別表（第５条関係） 

芸備線再構築協議会構成員名簿 

（令和７年３月２６日現在） 

所属 役職 氏名 備考 

国土交通省中国運輸局 局長 金子 修久 国 

岡山県 副知事 上坊 勝則 

特定区間を 

区域に含む 

地方公共団体 

広島県 副知事 玉井 優子 

新見市 副市長 根石 憲司 

庄原市 副市長 大原 直樹 

西日本旅客鉄道株式会社 

岡山支社長 林  秀樹 

鉄道事業者 

広島支社長 広岡 研二 

公益社団法人広島県バス協会 専務理事 赤木 康秀 
関係する 

公共交通事業者等 
公益社団法人岡山県バス協会 専務理事 岡田 和史 

岡山県 土木部長 西澤 洋行 

関係する 

道路管理者 

広島県 土木建築局長 上田 隆博 

新見市 建設部長 伊藤 信明 

庄原市 環境建設部長 天野 武美 

岡山県警察本部 交通部長 佐伯 政昭 
関係する 

公安委員会 
広島県警察本部 交通部長 岡崎 玲史 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

呉工業高等専門学校 
教授 神田 佑亮 

中国運輸局長が 

必要と認める者 

国土交通省中国地方整備局 局長 林  正道 

安芸高田市 副市長 杉安 明彦 

三次市 副市長 細美 健 

広島市 副市長 荒神原 政司 
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